
名古屋市立大学人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目

的に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、名古屋市立大学学則（平成18年公立大学法人名古屋市立

大学学則第１号）第40条の３及び名古屋市立大学大学院学則（平成18年公立

大学法人名古屋市立大学学則第２号）第10条の２の規定に基づき、学部及び

研究科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的について定

める。 

        （一部改正 令和５年達第59号） 

（学部ごとの目的） 

第２条 学部ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別

表第１のとおりとする。 

（研究科ごとの目的） 

第３条 研究科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、

別表第２のとおりとする。 

（その他） 

第４条 この規程に定めるもののほか、人材の養成に関する目的その他の教育

研究上の目的に関し必要な事項は、学部教授会又は研究科教授会の議を経て、

学長が定める。 

 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年公立大学法人名古屋市立大学達第４号） 

この規程は、発布の日から施行する。 

附 則（令和５年公立大学法人名古屋市立大学達第59号） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年公立大学法人名古屋市立大学達第23号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年公立大学法人名古屋市立大学達第24号） 



この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年公立大学法人名古屋市立大学達第42号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 



別表第１（第２条関係） 

学部 学部ごとの人材の養成に関する目的

その他の教育研究上の目的 

医学部 １ 教育研究上の目的 

(1) 医学科 

ア  人間味にあふれ、深い医学

知識と技術を備えた医師を育

成すること。 

イ  人類の未来に貢献する医学

研究を行い、その成果を社会

に還元すること。 

ウ  名古屋都市圏の中核医育機

関として地域住民の健康と福

祉増進に貢献できる医師を育

成すること。 

(2) 保健医療学科 

豊かな人間性と健康に関する幅

広い知識を基盤とし、科学的根拠

と倫理観に基づく実践能力を養う

こと。 

２ 人材の養成に関する目的 

(1) 医学科 

ア  科学者としての医師を養成

すること。 

イ  臨床家としての医師を養成

すること。 

ウ  社会における医師を養成す

ること。 

エ  プロフェッショナルとして

の医師を養成すること。 



(2) 保健医療学科 

ア  幅広い教養を育み豊かな人

間性を養うこと。 

イ  科学的根拠に基づいて判断

できる力と社会の変化に対応

できる実践力を養うこと。 

ウ  保健医療サービスを受ける

人々や提供する側の諸職者と

の協力的関係を調整する力を

養うこと。 

エ  地域的問題から国際的問題

まで幅広い視野を持って人々

の健康を考える力を養うこ

と。 

薬学部 １ 教育研究上の目的 

(1) 薬学科においては、医療薬学

及び関連分野の教育研究を通

じ、適正な医療・保健衛生等の

推進に貢献できる人材を養成す

ること及び情報発信を行うこ

と。 

(2) 生命薬科学科においては、創

薬生命科学及び関連分野の教育

研究を通じ、医薬品・医療関連

技術の開発等の効率的な推進に

貢献できる人材を養成すること

及び情報発信を行うこと。 

２ 人材の養成に関する目的 

(1) 薬学科においては、医薬品と

薬物療法に関わる医療科学を総



合的に修得し、薬剤師をはじ

め、医療に関わる様々な分野で

薬の専門家として貢献できる人

材を養成すること。 

(2) 生命薬科学科においては、創

薬に必要な、物質と生命につい

ての幅広い知識と技術を修得

し、それを基盤にした医薬品の

開発研究者をはじめ、生命科学

と医療の発展に貢献できる人材

を養成すること。 

経済学部 １ 教育研究上の目的 

経済学や経営学に関わる高度な

研究とそれに基づく教育を通じ

て、先端的な学術成果の創造と人

材の育成を行い、地域や世界に貢

献すること。 

２ 人材の養成に関する目的 

(1) 経済学や経営学の教育研究を

通じ、自治体や企業における政

策を立案・分析・評価する方法

を修得した人材を育成するこ

と。 

(2) 様々な組織のマネジメントの

仕組みを経済学や経営学の視点

から理解し、かつ国際感覚を持

った人材を育成すること。 

(3) 経済学や経営学に裏打ちされ

た専門知識を備えた高度専門職

業人として、企業・団体が抱え



る問題解決を支援できる人材を

育成すること。 

(4) 経済学や経営学の発展に寄与

する人材を育成すること。 

人文社会学部 １ 教育研究上の目的 

豊かで人間らしい生き方を探求

するため、持続可能な地域社会と

地球社会をつくる研究を人文科

学・社会科学諸分野から総合的に

実施し、科学の目と豊かな人間観

を持ち、人の多様性を理解し、生

涯発達の支援・次世代育成に貢献

する能力、複雑な現代社会の姿を

深く認識し、社会の抱える諸課題

の実践的な解決について考える能

力、異文化と自文化の理解、異文

化間の交流と共生について多面的

に考え、行動する能力を身につけ

ること。 

２ 人材の養成に関する目的 

(1) 心理教育学科においては、心

理学・教育学を基礎として、人

間の多様性を尊重し、生涯発達

の支援・次世代育成に取り組む

ことのできる人材及び人間の個

性、生涯発達の過程、また環境

との関係の中で生じる多様性に

ついて総合的に理解すること

で、子どもの発達に関わる現代

的諸課題の解決及びその健やか



な発達を保障する教育と心理的

支援に貢献できる人材を養成す

ること。 

(2) 現代社会学科においては、地

域社会で現に生起している社会

問題群を的確に認識する社会調

査・分析能力を備えた人材及び

多様性・多元性が高まる社会の

中で、差異を認め、格差を乗り

越える社会インフラのあり方を

学び、地域社会の発展や協働・

福祉に貢献する人材を養成する

こと。 

(3) 国際文化学科においては、人

間科学・社会科学諸分野の幅広

い教養を身につけ、グローバル

かつローカルな視点から自文化

と異文化の相互関係を理解し

て、文化と社会の特質を批判的

かつ柔軟に把握することができ

る人材及び英語その他の外国語

の実践的な言語コミュニケーシ

ョン能力を発揮して、地域社会

と国際社会に貢献しうる人材を

養成すること。 

芸術工学部 １ 教育研究上の目的 

(1) 情報環境デザイン学科におい

ては、情報通信工学、メディア

工学などを基盤とし、インター

フェイス、映像・音響など情報



デザインに関わる専門能力を養

うための理論と実践の教育を行

うこと。 

(2) 産業イノベーションデザイン

学科においては、機械・電気工

学、情報工学などを基盤とし、

グラフィック、プロダクトなど

産業デザインに関わる専門能力

を養うための理論と実践の教育

を行うこと。 

(3) 建築都市デザイン学科におい

ては、インテリアや建築から都

市にいたるまでの広範囲な計画

やデザインに重点をおき、安

全・快適・健康な環境に寄与す

る建築、まちづくりなどに関わ

る専門能力を養うための理論と

実践の教育を行うこと。 

２ 人材の養成に関する目的 

(1) 数理学の基礎学力と、発想

力、造形力を身につけ、デザイ

ンの力で社会に貢献することを

目指す人材を養成すること。 

(2) 「技術 」、 「感性 」、 「人間

理解」を３本の柱に、幅広い視

野と教養、創造性豊かで高度な

知識と技術を身につけ、地域社

会及び国際社会に貢献できる総

合デザイナーを養成すること。 

総合生命理学部 １ 教育研究上の目的 



生命科学を中心として理学の基

礎を総合的に理解した上で、各自

の専門分野の教育研究を行い、既

存の学問分野の枠を超えて柔軟な

思考のできる人材を育成し、地域

に貢献すること。 

２ 人材の養成に関する目的 

(1) 生命科学を中心に、自然科学

全般と数理情報科学の基礎を身

に付けた上で専門分野を学修す

ることで、柔軟な思考ができる

人材を養成すること。 

(2) 理学の総合的な学修を通じ

て、情報収集力、論理的思考

力、企画力、実行力を備え、イ

ノベーションの創出に貢献する

人材を養成すること。 

(3) グローバルな視野を持ち、地域

社会の発展に貢献する人材を養成

すること。 

データサイエンス学部 １ 教育研究上の目的 

  統計学や情報工学を横断的に活

用し、社会における膨大なデータ

から有益かつ新たな知見を引き出

すことを通じて、社会と地域にお

ける諸課題の解決に取り組み、社

会の発展に貢献できる実践的な能

力を養成すること。 

２ 人材の養成に関する目的 

IT、ビジネス、医療など社会に



おける情報技術及びデータ活用に

関する様々な事象や課題に興味と

関心を持ち、統計学、数学及び情

報工学の体系的な知識と技術、さ

らには経済学の基礎知識を応用し

て社会に存在する膨大なデータの

収集、管理、分析することで、事

象を客観的に実証分析し、社会課

題の解決策の立案に実践的に取り

組める能力を習得した人材を養成

すること。 

（一部改正 令

和３年達第４号、令和５年達第59号、令和７年達第23号、令和７年達第24号） 

 

別表第２（第３条関係） 

研究科 課程 研究科ごとの人材の養

成に関する目的その他

の教育研究上の目的 

医学研究科 修士課程 １ 教育研究上の目的 

(1) 高度な専門教育

および学際的な研

究指導を行い、医

科学の専門知識を

有する研究者およ

び技術者を育成す

ること。 

(2) 人類の未来に貢

献する医学研究を

行い、その成果を

社会に還元するこ



と。 

(3) 名古屋都市圏の

中核医育機関とし

て地域住民の健康

と福祉増進、より

広い人類的視野か

ら医学発展に貢献

できる研究者・技

術者を育成するこ

と。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

高度な専門教育を

行い、医科学の専門

知識を有する職業人

と将来の博士課程進

学を含む研究者を養

成すること。 

博士課程 １ 教育研究上の目的 

(1) 高度な専門教育

および研究指導に

より、医学研究お

よび医学教育を担

う人材を育成する

こと。 

(2) 人類の未来に貢

献する医学研究を

行い、その成果を

社会に還元するこ

と。 



(3) 名古屋都市圏の

中核医育機関とし

て地域住民の健康

と福祉増進、より

広い人類的視野か

ら医学発展に貢献

できる医学研究者

を育成すること。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

独創的な研究を行

う最先端の医学研究

者、先端的な医療知

識・技術を有した臨

床医、さらにはそれ

らの知識・技術に基

づき、医学教育を担

い得る人材を養成す

ること。 

薬学研究科 博士前期課程 １ 教育研究上の目的 

創薬生命科学及び

関連分野の教育研究

を通じ、医薬品・医

療関連技術等の高度

化に貢献できる人材

を養成すること及び

情報発信を行うこ

と。 

２ 人材の養成に関す

る目的 



薬学領域を基盤と

した幅広い知識と深

い専門性、革新的研

究を目指し生命薬

学・創薬科学に携わ

る創造性豊な卓越し

た能力、広い視野と

高い倫理観を持ち教

育・行政等の現場で

活躍できる卓越した

能力、問題解決能力

を有し、活躍を期待

できる人材を養成す

ること。 

博士後期課程 １ 教育研究上の目的 

(1) 創薬生命科学専

攻においては、創

薬生命科学及び関

連分野の教育研究

を通じ、医薬品・

医療関連技術等の

最先端の開拓に貢

献できる人材を養

成すること及び情

報発信を行うこ

と。 

(2) 共同ナノメディ

シン科学専攻にお

いては、薬学と工

学を融合した教育



研究を通じ、医療

関連ナノ技術等の

最先端の開拓に貢

献できる人材を養

成すること及び情

報発信を行うこ

と。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

(1) 創薬生命科学専

攻においては、薬

学領域を基盤とし

た幅広い知識と深

い専門性、革新的

研究を目指し生命

薬学・創薬科学に

携わる創造性豊な

卓越した能力、広

い視野と高い倫理

観を持ち教育・行

政等の現場で活躍

できる卓越した能

力、問題解決及び

課題設定の能力を

有し、国際的な活

躍の期待できる高

度に指導的な人材

を養成すること。 

(2) 共同ナノメディ

シン科学専攻にお



いては、ナノマテ

リアル・ナノデバ

イス関連分野に対

する深い学識と技

術、問題解決及び

課題設定の能力を

有し、創薬をはじ

め機能性食品・香

粧品などの産業分

野の発展に貢献で

きる人材を養成す

ること。 

博士課程 １ 教育研究上の目的 

医療薬学及び関連

分野の教育研究を通

じ、医療・保健衛生

関連技術等の高度化

及び最先端の開拓に

貢献できる人材を養

成すること及び情報

発信を行うこと。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

薬学領域を基盤と

した幅広い知識と深

い専門性、革新的研

究を目指し環境衛生

薬学・医療薬学に携

わる創造性豊な卓越

した能力、広い視野



と高い倫理観を持ち

教育・行政・医療等

の現場で活躍できる

卓越した能力、臨床

研究能力（問題解決

及び課題設定の能

力）を有し、指導的

薬剤師あるいは医療

薬学教育・研究者と

して活躍の期待でき

る人材を養成するこ

と。 

経済学研究科 博士前期課程 １ 教育研究上の目的 

経済学や経営学に

関わる高度な研究と

それに基づく教育を

行い、先端的な学術

成果の創造と高度専

門職業人として活躍

できる人材の育成を

通じて、地域や世界

に貢献すること。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

(1) 経済学専攻にお

いては、経済に関

連する諸問題に対

し、経済学の分析

方法を基礎とし

て、経済理論、財



政金融政策、国際

経済政策・産業政

策、制度・歴史と

いう４つの多様な

見地より、幅広い

問題意識に応える

専門知識や分析能

力を身につけた高

度専門職業人を養

成すること。 

(2) 経営学専攻にお

いては、企業活動

に関わる諸問題に

経営・会計・財

務・情報の立場か

らアプローチし、

企業マネジメント

や会計ファイナン

スに関わる高度な

専門知識や分析能

力を身につけた高

度専門職業人を養

成すること。 

(3) 医療経済マネジ

メントコースにお

いては、医学研究

科及び薬学研究科

と連携して、医療

関係者を対象とし

て経済学・経営学



に関連する高度専

門的教育を実施

し、病院経営分析

や医療政策分析な

どを通じて、医療

を取り巻く環境変

化への対応ができ

る人材を養成する

こと。 

(4) 経営者コースに

おいては、経営者

としての経験を分

析し、経営者に求

められるマネジメ

ント能力とその形

成過程を抽出しつ

つ、それをもとに

次世代経営人材を

育成することに意

欲のある経営者を

養成すること。 

博士後期課程 １ 教育研究上の目的 

経済学や経営学に

関わる高度な研究と

それに基づく教育を

行い、先端的な学術

成果の創造と研究や

高度専門業務に携わ

る人材の育成を通じ

て、地域や世界に貢



献すること。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

(1) 経済学専攻にお

いては、経済学分

野における研究活

動や高度な専門業

務を行う上で基盤

となる学識・知見

を身につけ、自立

して研究活動を行

い、先端的学識に

基づいて新たな学

術成果を創出・発

信できる能力をも

つ人材を養成する

こと。 

(2) 経営学専攻にお

いては、経営学分

野における研究活

動や高度な専門業

務を行う上で基盤

となる学識・知見

を身につけ、自立

して研究活動を行

い、先端的学識に

基づいて新たな学

術成果を創出・発

信できる能力をも

つ人材を養成する



こと。 

人間文化研究科 博士前期課程 １ 教育研究上の目的 

  豊かで人間らしい

生き方を探求し、持

続可能な地域社会と

地球社会の実現をめ

ざして、人文科学・

社会科学の諸分野の

研究から、現代の地

域社会や国際社会が

直面する複雑な諸問

題を学際的に捉える

能力を育成するこ

と。また、地域と連

携した研究・教育の

推進を通じて、自ら

が直面する課題を実

践的に解決する能力

を育成すること。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

人文社会諸科学の

専門領域に関する高

度な知識と課題に即

した研究能力を身に

つけた高度職業人や

研究者を養成するこ

と。また、獲得した

知識・能力を発揮し

て、グローバルな視



点とローカルな視点

とを併せ持ち、地域

と国際社会に対応で

きる人材、現代社会

の諸問題について指

導的な役割を果たす

ことができる人材を

養成すること。 

博士後期課程 １ 教育研究上の目的 

  人文科学・社会科

学の幅広い知識の上

に、現代の地域社会

および国際社会にお

ける諸問題について

高度かつ先進的な国

際水準の研究を行

い、広く社会に発信

する能力を育成する

こと。また、地域と

連携した研究・教育

の推進を通じて、自

らが直面する課題を

実践的に解決する能

力を育成すること。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

  人文社会諸科学の

専門領域に関する高

度な知識に基づき、

先進的研究を遂行す



る能力を身につけた

高度職業人や研究者

を養成すること。ま

た、獲得した知識・

能力を発揮して、グ

ローバルな視点とロ

ーカルな視点とを併

せ持ち、地域と国際

社会に対応できる人

材、現代社会の諸問

題について指導的な

役割を果たすことが

できる人材を養成す

ること。 

芸術工学研究科 博士前期課程 １ 教育研究上の目的 

高度な専門性、感

性、技術を身につ

け、芸術と工学の融

合の視点を持ち、情

報デザイン、産業デ

ザイン、建築・都市

分野における、高度

な専門能力を養うた

めの理論と実践の教

育を行うこと。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

芸術工学分野にお

ける学術研究の追求

とその高度化を目的



とし、より豊かな未

来を切り開く原動力

となる専門能力を持

った人材を養成する

こと。 

博士後期課程 １ 教育研究上の目的 

国内外の社会的情

勢を学際的な視野で

幅広く俯瞰し、デザ

イン活動の統括管理

を行うことができる

専門能力を養うため

の理論と実践の教育

を行うこと。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

デザイン活動を通

して、21世紀基幹産

業の拡大及び高次化

に対応できる、より

高度で豊かな専門能

力や学識、技術、創

造性を有する研究開

発能力を持った人材

を養成すること。 

看護学研究科 博士前期課程 １ 教育研究上の目的 

臨地における問題や

課題に積極的に取

り組む研究・実践

能力を養うこと。 



２ 人材の養成に関す

る目的 

(1) 看護学・助産学

の発展と探究に寄

与し、保健・医

療・福祉に貢献で

きる能力を養うこ

と。 

(2) 専攻する教育研

究分野における問

題や課題に取り組

む研究・実践能力

を養うこと。 

(3) 専門看護師教育

コースにおいて

は、特定分野にお

ける実践、相談、

調整、倫理調整、

教育、研究に卓越

した能力を有する

高度実践看護師を

養成すること。 

(4) 助産学上級実践

コースにおいて

は、高度な実践能

力を有する助産師

を養成すること。 

博士後期課程 １ 教育研究上の目的 

健康生活支援や新

たなケアシステムに



関する研究を通じて

看護学の学問的構築

を推進できる優れた

教育研究能力を養う

こと。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

(1) 科学の発展や技

術の進歩に伴う医

療の高度化、社会

の構造の変化や国

際化などに伴う健

康課題の多様化に

即した教育、研究

を遂行する能力を

養うこと。 

(2) 広い視野と豊か

な学識を活用し、

自立して、独創的

で高度な研究活動

を持続する能力を

養うこと。 

理学研究科 博士前期課程 １ 教育研究上の目的 

理学分野における

研究を通して、科学

技術をさらに発展さ

せること、および人

類の英知による持続

可能な社会の実現に

貢献すること。 



２ 人材の養成に関す

る目的 

(1) 生命科学、物質

科学、数理情報科

学の各分野におけ

る基礎学力と技術

を身に付け、各分

野またはその融合

分野の発展に貢献

できる人材を育成

すること。 

(2) 社会人を含め、

従来の学問分野の

枠にとらわれない

学際的な学問を志

す学生を広く受け

入れ、地域社会、

国際社会で活躍で

きる人材を育成す

ること。 

博士後期課程 １ 教育研究上の目的 

理学分野における

高度な研究を通し

て、科学技術をさら

に発展させること、

および人類の英知に

よる持続可能な社会

の実現に貢献するこ

と。 

２ 人材の養成に関す



る目的 

(1) 生命科学、物質

科学、数理情報科

学の各分野におけ

る高度な知識と技

術を身に付け、各

分野またはその融

合分野の発展に大

きく貢献できる人

材を育成するこ

と。 

(2) 社会人を含め、

従来の学問分野の

枠にとらわれない

学際的な学問を追

求する学生を広く

受け入れ、地域社

会、国際社会の第

一線で活躍できる

人材を育成するこ

と。 

データサイエンス研究

科 

修士課程 １ 教育研究上の目的 

社会的課題に関わ

るデータの収集・分

析およびそれによる

課題解決の提案まで

を一貫して行う演習

を通じて、課題の発

見と解決策の立案あ

るいは関連する社会



課題解決のための学

術研究や技術開発に

取組み、データサイ

エンスを活用する実

践的な能力を養成す

ること。 

２ 人材の養成に関す

る目的 

実社会の多様な課

題に関わるデータの

収集、管理、分析、

考察のために必要と

なる研究リテラシー

やデータ調査、統計

解析、ベイズ統計、

機械学習やデータ工

学など、統計学分野

と情報工学分野の高

度な知識を有し、そ

れを活用して社会課

題やそれに内包され

る実務課題の解決に

アプローチできる、

実践的能力を身に付

けた人材を養成する

こと。 

（一部改正 令和３年達第４号、令和７年達第42号） 


